
第131 南極特別保護地区管理計画  

ヴィクトリア・ランドのフリクセル湖のテイラー谷のカナダ氷河  

 

1. 保護を必要とする価値の記述  

カナダ氷河とフリクセル湖の東側の1km
2の地域は、ニュージーランドの提

案により、当初勧告XIII-8（1985 年）により第12特別科学的関心地区とし

て指定された。その理由はそれがヴィクトリア・ランドのドライ谷南部では最も豊

かな植物（苔類と藻類）の生育地がいくつかあるためである。本地区は主にそ

の科学的価値、生態学的価値のために指定された。 

本地区の境界線は措置３(1997)によって、以前は除外されていた生物

学的に豊かな地域を含むように修正された。本地区は決議１(2002)によっ

て第131南極特別保護地区として指定され措置１(2006)および措置６

(2011)により管理計画が改訂された。 

本地区は、夏に水溜りができ、カナダ氷河からフリクセル湖まで融雪の小

川が流れる、氷のない斜面を含んでいる。植物が生育している場所のほとん

どは、本地区中央部の氷河に近い水の流れる区域である。本地区内の植物

群落（蘚類、地衣類、シアノバクテリア、バクテリア、藻類）の構成と分布は水

の流れと深く関係している。従って、水の流路と水質は本地区の価値にとっ

て重要である。 

本地区はよく研究されており、記録もされている。これらが科学的な価値を

さらに高めている。しかし、植物群落は脆弱であり、踏圧や採取によるかく乱

や破壊に弱い。影響を受けた場所が回復するには時間がかかるであろう。過

去の特定の時期に損傷を受けた箇所は認識されており、それらの箇所はかく

乱の長期的な影響及び回復の早さを測ることのできる、ドライ谷では数尐ない

地区の一つであるという点で価値がある。 

本地区は地域的な重要性に加え、例外的に、生態学調査に関する科学

的価値が残っている。増加しつつある科学的な活動、物資輸送や観光活動

から受ける圧力と、踏圧・サンプリング・汚染・外来種の侵入に対する脆弱性

という観点から、継続した保護が求められる。 

 

2. 目的 

カナダ氷河における管理は、次のようなことを目的としている。 

・本地区に不必要な人為的かく乱を生じさせないようにすることにより、本地

区の価値の低下やその実質的危険を防止すること。 

・生態系やその要素に関する研究ができるようにすること。一方で、過剰なサ

ンプリングを防止すること。 

・他の場所では不可能というやむをえない理由があれば、他の科学研究も認

めること。 

・外来の植物、動物、微生物の本地区内への持ち込みを防止しそのような持

ち込みの可能性を最小化すること。 

・管理計画の目的を達成するために本地区を訪れることができるようにするこ

と。 

 

3. 管理活動 



本地区の価値を保護するために講じられる管理活動は、次のとおりである。 

・本地区から20km以内にあるテイラー谷にある研究施設全てに、本地区の

位置を示す看板（特記規制事項を明示）を目立つように設置し、この管理計

画のコピーを利用できるように置いておく。 

・本地区への不注意な立ち入りを避けるため、立ち入り制限を明記した位置

と境界を示す看板を本地区境界の適切な場所に設置する。 

・科学的あるいは維持管理の目的で本地区内に立てられた指標、標識およ

び建造物を良好な状態に維持し、終了時には除去する。 

・本地区が指定時の目的に見合っているかを評価するため、また、管理やメ

ンテナンス措置が十分であることを保証するための視察を必要に応じて（尐な

くとも５年に１回）おこなうものとする。 

・この地域で活動中の国家南極プログラムは、これらの措置が実施されること

を確保するため、相互協議するものとする。 

 

4. 指定の期間  

指定の期間は無期限とする。 

 

5. 地図 

地図A：第131南極特別保護地区、カナダ氷河：地域地形図 

（仕様） 

図法：ランベルト正角円錐図法  

基準緯線：第1 南緯77度35分00 秒第2 南緯77度38分00 秒 

中央経線：東経163度00 分00 秒 

原点緯度：南緯78 度00分00秒 

測地系：WGS84 

地図B：第131南極特別保護地区、カナダ氷河：植生密度図  

仕様は地図Aと同じである。等高線は正射投影写真とランドサット画像を組み

合わせたものを基にしている。湿潤な土地の面積は、正確には出水と関係し

ており、季節や年によって変動する。 

 

6. 本地区の説明 

6(i) 地理的座標、境界を示す標識、および自然の特徴 

カナダ氷河はヴイクトリア・ランド、ドライ谷南部のテイラー谷に位置する。指

定された本地区は、カナダ氷河低部の東側とフリクセル湖北岸（南緯 77 度

37 分、東経163度03 分：地図A）の、氷河前端部の地域の大部分を取り囲

むように存在する。本地区は標高20～220m の、氷のない中・緩斜面を含み、

この斜面には季節によって雪解け水の水たまりや、氷河からフリクセル湖へと

流れ込む小川ができる。 

本地区の南側境界線はフリクセル湖岸線で、水際に沿って、カナダ氷河

が湖にぶつかるところ（南緯77 度37分20 秒、東経163 度03分64 秒）か

ら、フリクセル湖の小さな島のそばのケルンが建ててある南東の境界線の角

（南緯77 度36分83 秒、東経163 度04分88 秒）まで、北東へ約 1 km延

びている。上記の島は元々フリクセル湖に延びた小さな半島の一部であった

が、最近の湖水位が上昇したことにより島となった（地図 B）。半島は円周状に



配置された岩で囲まれた１つの大きな割れた岩が目印となっている。この岩は、

当初の特別科学的関心地区について1985 年にニュージーランドが行った

調査の水準点であるが、現在は目視による確認はできない。この島には、ドラ

イ谷掘削プロジェクト現場7(1973 年)を示す木杭が立っている。 

南東端から北へ、上方に向かってのびる氷堆石の尾根が本地区の東側

境界線となっている。ケルン（南緯 77 度36 分68 秒、東経163度04 分40 

秒）が南東角のポイントから尾根沿いに約 450m 行った小丘にある。尾根はテ

イラー谷側壁のこれといって特徴のない斜面に交わる前に鋭く沈下する。本

地区の北東端はこの窪地にあり、ケルンが目印となっている（南緯 77 度36 分

43 秒、東経163度03 分73 秒）。 

北東のケルンからは北側境界線が西へ向かって1.7km、特に細い氷堆石

のギャップを通ってカナダ氷河の氷河と雪原から川へ流れ込む地点まで緩や

かに上って行く（南緯77 度36 分42 秒、東経162 度59 分69 秒）。 

西側境界線は1km ほど、側面が氷堆石となったかなり一様な勾配の斜面を

下り、湖にいたる（南緯 77 度37 分20 秒、東経163 度03分64秒）。 

カナダ氷河の出水域には、マクマードドライ谷の中でも非常に豊かな植生

が見られる（地図B）。夏季の水の流れは微地形と関連して蘚類、地衣類、シ

アノバクテリア、バクテリア、藻類が生育する場所の決定において、大きく影響

を及ぼす。氷河表面はまた、藻類を吹き飛ばす破壊的な風や、風が巻き起こ

す粉塵からの摩擦から藻類を凍結乾燥状態で保護している。 

出水は氷河端の近くで起る。主に北側と南側の２つの植生地帯があるが、

小さな浅い池で区切られている（地図 B）。出水域はなだらかな斜面で、夏に

は多くの小さな水溜りや小川ができて非常に湿潤な場所となる。この場所より

上の斜面はより水はけが良いが、本地区の上部境界から出水域まで氷河と

並行して流れる数本の小川には植物が群生する。氷堆石の起伏があるため

にこの斜面では根雪があちこちに見られ、それも植物の生育に必要な水分を

供給する働きをしている。小川と植生は氷河から離れるにつれて明確ではなく

なる（地図B）。これらの斜面と中央部出水域の水は、カナダ川を通って南東

方向へ流れる。1983年までは、カナダ川はフリクセル川と呼ばれていた。 

出水域では４種のコケ類が見つかっている。ギンゴケBryumargenteum 

(過去にはBryumsubrotundifoliumと記載)とHennediellaheimii

（過去にはキョクチセンボンゴケPottiaheimiiと記載）が優占しており、オ

オハリガネゴケBryumpseudotriquetrumと

Syntrichiasarconeurum（過去にはSarconeurumglacialeと記

載）が稀に見られる。B. argenteumは主に流水地域か湿潤地域に生育す

る。流水のある場所では、このコケは高密度で着生のネンジュモ属 Nostoc群

生が付随して生息している。流水域の端に向かった場所やより高い位置には

Hennediellaheimiiが優占している。Hennediellaheimiiの胞子体

はこの地点に加え、蘚類が豊富にある南の地点に最も多く存在すると考えら

れる。 

本地区内では地衣類は目立たないが、石上性の地衣類、ナンキョクヘリト

リサラゴケCarboneavorticosa、Sarcogyneprivigna、コケノウエノチ

ャシブゴケLecanoraexpectans、ナナバケチャシブゴケ

Rhizoplacamelanophthalma、コフキダイダイゴケ



Caloplacacitrina、がカナダ氷河近くの池の流出口近くの小さな区域

で見られる。岩隙岩内生（chasmoendolithic）地衣類は、多くの巨礫で

見られる。 

本地区では37種以上の淡水藻類とシアノバクテリアについて記録がある。

カナダ川の上流部は見かけ上、藻類はまばらである。しかし、豊富な石上性

の藻類が石や巨礫の下側を覆うように生育している。緑藻類の仲間

（Prasiolacalophylla）とシアノバクテリアの仲間

（Chamaesiphonsubglobosus）の二種はこの川の上流部のみで観察さ

れている。Prasiolacalophyllaは流れの中の石の裏側で緑色の濃密な

リボン状に生育するが、石をひっくり返さない限りは見られない。シアノバクテリ

アマットは、多種から構成され[ユレモ属（Oscillatoria）、プセウドアナベ

ナ属（Pseudanabaena）、Leptolyngbya属、フォルミディウム属

（Phormidium）、グロエオカプサ属（Gloeocapsa）、Calothrix属、ネン

ジュモ属（Nostoc）]、中〜低流域で広い範囲でみられ、上流域よりも多様

な種構成となる。出水域中央の貯水域ではイシクラゲNostoc communeの

粘着性コロニーが優占し、水流の端の蘚類に着生している。シアノバクテリア

マットは流水域の微粒鉱物と小石の多くを覆っている。フィラメント状の緑藻ビ

ヌクレアリア属（Binuclearia）が中流域の流れから外れたところにみられる。

川の下流部でも植物相の構成は似通っている。ただし、大量の

Tribonemaelegansとビヌクレアリア属（Binuclearia）が報告されてい

る一方で、Prasiolacalophyllaは見つかっていない。

Tribonemaelegansは南極のこの地域ではほとんどみられない。 

本地区では６門の無脊椎動物が確認されている。輪形動物門、線形動物

門、緩歩動物門の三つがよく見られ、原生動物門、扇形動物門、節足動物

門も見られる。本地区内におけるとびむし類の記録は無いが、本地区外の近

隣では記録されている。 

カナダ出水域植生は豊富である一方、南極の他の地域の植物学的に豊

かなサイトに比べ多様性が低いと記載されている。これは端的にはこのサイト

が貧栄養であることに起因する。川の流水は氷河解氷と類似しており、氷河

を離れる地点から湖に流入するデルタ地帯まで電導度はおよそ35.32µS 

cm
-1（2014年12月）であった。窒素固定シアノバクテリア[ネンジュモ属

（Nostoc）、Calothrix属]が蔓延していることは、貧栄養であることを支持

している。 

南極環境領域分析（決議3、2008年）によると、カナダ氷河は環境 S「マク

マードサウスビクトリア地質」のカテゴリーである。また南極保護生物地理区分

（決議6、2012年）によると領域9「サウスビクトリアランド」に分類されているる。 

本地区内では人間活動の痕跡がよく見られる。植生生育場所で見られる主

な影響としては、通路や足跡、蘚苔類生育地からのコアサンプル採取、蘚苔

類の塊の採取がある。出水域には古い標識が多く残っている。 

園芸野菜の生育についての実験研究のために、1979年から1983年まで、

本地区内の出水域近くにプラスチック製の温室が建てられた。これは毎シー

ズンの終了時に撤去されていたが、1983年には冬の嵐で倒壊した。本地区

内で見つかった温室の残骸は撤去されている。 

カナダ氷河出水域近辺にニュージーランドが建てた最初の小屋は、石の



列により示した小道、キャンプサイト用に均した区域、古いヘリコプター離着陸

場、いくつかの石の建造物からなる。一連の浅いくぼみ（深さ1m 以下、尐なく

とも四ヶ所）が、旧小屋に近い場所に掘られた。このサイトは二番目の小屋と

して1989 年に別の場所に移転し、最初のサイトは修復された。移転後のサイ

トには小さな二つの建物、いくつかの新しいキャンプ指定地とヘリコプター離

着陸場がある。建物は1995-96年には完全に撤去された。しかし、ヘリコプ

ター離着陸場は残っておりこの地区で唯一の離着陸場となる。この場所は現

在でも本地区での推薦キャンプ地である（地図 B）。石の列により示した小道と

キャンプサイト用に均した区域は依然として存在する。 

カナダ川には堰がある（6(iii)参照）。この川の2014年11月から2015

年2月までの水文学データによると、カナダ川に流れがある時期の平均流量

は22.13 L/s（最小値=0.0 L/s、最大値=395.76 L/s）であった。この

期間の平均水温は1.99℃（最小値=-1.1 ℃、最大値＝11.34℃）であっ

た(http://www.mcmlter.org/)。 

フリクセル湖キャンプ施設区域からの道が湖岸とカナダ川の堰の間にある

（地図B）。指定キャンプサイトとカナダ氷河の端との間に、植物が生育してい

る湿潤地帯を横切る別の道があるが、地図上には示されていない。北側の境

界線上に連絡通路があり、ホア湖キャンプ施設区域とフリクセル湖キャンプ施

設区域を結んでいる（地図A、B）。 

 

6(ii)本地区内の制限区域  

なし。 

 

6(iii)本地区の内部および付近にある建造物  

1981/1982年のシーズンに、カナダ川の狭まった部分に岩の堰が造られ

たが、シーズンの終わりには完全に撤去された。1990年には、より本格的な

堰と9インチのパーシャルフリューム（絞り）が近くに設置された（地図 B）。フリュ

ームは黒のファイバーグラス製である。堰は、水路近くの沖積土を詰めたポリ

エステル製砂袋でできている。建設中に攪乱された場所は修復され、1 シー

ズン後にはわからない程度になっていた。堰の上流側には、ビニールでコーテ

ィングされたナイロンが並べられている。水位が高くなった場合の放水用に、

堰にはノッチ（刻み目）が設けてある。ダムのところで水が逆流しないように、季

節によっては水路から雪を取り除くことが必要である。近辺では、データ記録

機器と電池が、流れの北側に置かれた合板の箱に保管されている。堰はマク

マードドライ谷長期生態研究プロジェクトにより維持されている。 

３つのケルンが本地区の境界の目印となっている。 

フリクセル湖キャンプ施設区域（アメリカ）は本地区の1.5km東、フレクセル

湖北側の中程に位置する(海抜65m)。F6キャンプ施設区域は地区から東

へおよそ10 km、フリクセル湖の南側にある。ホア湖キャンプ施設区域は地区

から西へ3 kmの地点、カナダ氷河の西側でホア湖北側の氷河の起点に位置

する(海抜65 m)。テイラー谷訪問者区域は地区の南、カナダ氷河の終端に

ある（地図A）。 

 

6(iv)本地区の付近にあるその他の保護地区の位置  



カナダ氷河に最も近い保護地区は以下の通りである。 

・約23km 西にあるテイラー氷河下流およびブラッドフォールのテイラー谷のマ

クマードドライ谷（第172南極特別保護地区） 

・約47km 西にあるライト谷のリニアス台地（第 138南極特別保護地区） 

・約50km 北西にあるヴィクトリアランド・バーウィック谷・バーラム谷(第123南

極特別保護地区)である（地図A の挿入図）。 

 

7. 許可証の条件  

適切な国内当局が発給した許可証で認められた場合を除き、本地区への立

ち入りは禁止されている。本地区へ入るための許可証の条件は、次のようなも

のである。 

・他ではできないというようなやむを得ない科学的な理由のある場合、あるいは

地区の管理上必要な理由がある場合  

・許可された活動は、生態系あるいは本地区の科学的価値を脅かさない。 

・中程度以上の植生密度（地図B）があると印されたいかなる区域への立ち入

りは慎重に検討されるべきであり、そのような区域への立ち入りに関する特別

な条件を許可証に記載しなければならない。 

・いかなる管理活動も管理計画の目的を達成するために実施しなければなら

ない。 

・許可された活動は管理計画と合致しなければならない。 

・本地区内では許可証あるいはその公認コピーを携帯する。 

・許可証に記述された当局に訪問報告書を提出する。 

・許可証は一定期間を対象に発給されること。 

 

7(i)本地区への出入りの経路及び本地区内での移動  

本地区内での車両の使用は禁止であり、立ち入りは徒歩かヘリコプターに

よるものとする。地区内の移動は徒歩とする。 

谷を上り下りする歩行者は許可証なしに本地区へ立ち入ってはならない。

本地区へ入ることを許可された訪問者は、できる限り決められたルートから外

れないようにする。訪問者は目に見える植生の上や小川の河床を歩くことは

避ける。湿地を歩く際は、それによって土壌、植物や藻類の群落を簡単に傷

つけ、また水質を低下させることになりかねないため、注意を払うようにする。

氷や岩場を選んでそのような場所の周りを歩くようにする。また流れを横切る

時は大きな石づたいに歩く。乾燥地域には目立たないが塩で覆われた植生

があり、注意を払う必要がある。歩行者の数は、許可された活動の目的と合

致するように必要最低限に抑えるべきであり、影響を最小化するためにあらゆ

る合理的努力を払わなければならない。 

可能な限り、ヘリコプターは施設区域、訪問者区域の近くにある離着陸場

（ホアー湖およびフリクセル湖）および／またはテイラー谷訪問者用区域を使

用しなければならない。本地区への訪問にヘリコプターの使用を要する場合

は、添付のサイトマップ（地図B）に示すラインの南から接近するようにする。ヘ

リコプターは指定場所（東経163度02分88秒、南緯77度36分97秒：地図

B）のみに着陸しなくてはならない。本地区上空の飛行は基本的に避けるもの

とする。本地区では地上100m 以下の上空飛行は地図Bに示されている線の



北側では禁止されている。これらの飛行制限についての特例は、例外的な研

究あるいは管理目的の場合にのみ認められるものであり、許可証で明確に認

可されていなければならない。本地区内でのヘリコプターの着陸用発煙筒の

使用は、安全上絶対必要でない限り禁止である。また使用後は回収すべき

である。ヘリコプターで他の場所へ行く途中の訪問者、パイロット、乗務員、乗

客は、許可証で特に認められていない限り、指定着陸地およびキャンプ地の

近傍以外を歩き回ることは禁止である。 

 

7(ii)本地区で行われる、あるいはその可能性がある活動（時間や場所に

関する規制を含む） 

・本地区の生態系を害さない科学的調査  

・モニタリングや査察を含む必要不可欠な管理活動  

生態系に対する水の重要性から考えて、水の流れや水質に対する影響が最

小になるように諸活動を行うことが望ましい。水質に影響を与える可能性があ

る本地区外（例えばカナダ氷河）での活動についても、下流への影響を考慮

した計画の策定・実施を行うべきである。また、本地区内で行われる活動が下

流やフリクセル湖に与える影響についても配慮すべきである。 

出水域をかく乱する可能性のある活動を実施する場合は、当該サイトにおけ

る植生の回復の遅さを考慮しなければならない。特に、採取するサンプルは

最小限のサイズ・最小限の数とするよう注意し、またサンプリングは植生群の

完全回復が高く見込まれるような方法によって実施するよう注意しなければな

らない。 

 

7(iii)建造物の設置、改築又は撤去  

許可証に明示されている場合を除き、本地区内にはいかなる建造物や科学

機器も設置してはならない。地区内に設置される全ての標識、建造物、科学

機器は許可証によって許可され、国、研究に携わる代表者の名前、設置年、

撤去予定日が明らかにわかるようにしなければならない。これらの物品は生物

や繁殖体（例：種子や卵）、非殺菌土壌を含まず、汚染を最小限にとどめる

物質でできている必要がある。許可証の期限が切れた際の機器の撤去も許

可証の条件に含まれなければならない。無期限の設置は禁止されている。 

 

7(iv) フィールドキャンプの位置  

本地区で作業を行うための基地としては、本地区の外側にある常設キャンプ

地を使用するようにする（地図A）。ただし、特定の重要な科学調査あるいは

管理活動に係るニーズを満たすために、指定キャンプ地（地図 B）でのキャン

プが認められることもある。 

 

７（v）地区内に持ち込むことのできる物質及び生物に関する制限  

生きている動物、植物、微生物を本地区へ意図的に持ち込んではならない。

また、誤って持ち込まれる場合に備えて7(ix)に明記されているような予防

措置を講じておく必要がある。除草剤あるいは殺虫剤を本地区内へ持ち込

んではならない。放射線核種や安定同位体を含むその他の化学物質は、許

可証で明記された研究目的あるいは管理目的のために持ち込まれることがあ



るが、許可証で認めている活動の終了時あるいはその前に本地区から撤去し

なければならない。燃料やその他の化学物質は、許可証で認めている活動

目的に必要でない限り、地区に保管してはならず、保管する場合は適切な当

局により認可されている貯蔵庫に保管されなければならない。すべての物質

の持ち込みは明記された期間に限定されるものであり、期間終了時あるいは

その前に撤去しなければならない。また、環境中に流出するリスクが最小にな

るように保管し、取り扱わなければならない。 

 

7(vi)在来の植物及び動物の採取又はこれらに対する有害な干渉  

在来の植物および動物の採取又はこれらに対する有害な干渉は、その目的

のための許可証が適切な環境保護に関する南極条約議定書付属書 II条

項３に従って発行されていない限り禁止されている。動物の捕獲あるいは危

害を加える行為を伴う場合は、最低基準としてSCAR の「南極における科学

目的のための動物の利用に関する行動規範」（Code of Conduct for the 

Use of Animals for Scientific Purposes in Antarctica）

に従う必要がある。 

本地区への物質の持ち込みあるいは本地区からの撤去は許可証の記載に

従うものとし、サンプリング数は科学的目的または管理目的のために必要最

小限のものに限定する。 

サンプリングの実施は本地区に対するかく乱を最小化する方法によるものとし、

植生のサンプリングによる影響からの完全回復が高く見込まれる方法によるも

のとする。 

 

7(vii)許可証の所持者によって持ち込まれた物以外の物の収集又は撤去  

物資は許可証に認められている時に限り収集又は撤去することができるが、

研究あるいは管理上のニーズを満たすために必要な最小量に抑えるべきであ

る。同様に、サンプリングは地区への干渉を最小にし、重複を避けるための技

術を用いて行われなければならない。本地区の価値を低下させるような人間

由来の物質で、許可証の保持者やその他許可された者以外によって持ち込

まれたものは、撤去の影響がその物を放っておくことよりも大きくならない限り、

撤去される場合もある。もしこのような場合があれば、適切な当局に通知し承

認を得なければならない。 

 

7(viii)廃棄物の処分 

し尿を含む全ての廃棄物を本地区から撤去すること。 

 

7(ix)管理計画の目的の達成が継続されることを確保するために必要な措

置 

地区への立ち入り許可証は、以下のような場合に発行される。 

・生物モニタリングや本地区の査察を行うため。これらには分析や再検討に必

要な尐量のサンプリングやデータ取得が含まれる。 

・道標や建造物、科学機器の設置や管理のため。 

・保護措置を行うため。 

 



長期モニタリングのための個々のサイトは現地及び地図上において適切に

表示しなければならない。長期モニタリングやサンプリングを行うサイトでは、

GPS座標を取得し、適切な国内当局を通して南極マスターディレクトリーシス

テムに登録を行う。 

本地区に生息する植物群落の生態学的、科学的価値を維持するため、

訪問者は持ち込みに対して特別な配慮を払う必要がある。特に注意が必要

な事項としては、基地を含む南極の他の地域の土、南極外の地域の土に由

来する微生物や植物の持ち込みである。持ち込みのリスクを最小限にとどめ

るため、訪問者は本地区で使用する靴や装置、特にキャンプ用品やサンプリ

ング機材、標識を本地区に入る前に徹底的に洗浄しなければならない。 

 

7(x)報告に関する必要事項  

許可証の代表保持者は地区に訪問する度に、できる限り早急に適当な国内

当局に報告書を提出しなければならず、その提出は任務終了後６ヶ月を超え

てはならない。前記訪問報告書には、適宜、推奨された訪問報告書［決議 2

（1998年）の補遺としての南極特別保護地区管理計画書作成ガイドライン

の付録4に含まれる］［南極条約事務局ウェブサイトより入手可能

www.ats.aq ]が示す事項を含むようにする。 

適切な場合、国内当局は必要に応じ訪問報告書のコピーを管理計画を作

成した締約国に提出し、管理計画の見直しや本地域の管理に役立てる。締

約国はこれらの活動の記録を保管し、自国の管轄対象者が行った活動の要

約を毎年の情報交換の中で提供すべきである。締約国は可能な限り、報告

書の原本あるいはコピーを公開可能な文書保管所に保管し、管理計画の見

直しおよび本地区の科学的な利用に役立てられるようにする。 
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